
令和３年度地方創生臨時交付金を活用して実施した事業  №1 

【事業名】 

 ホームページシステム改修事業 

【担当課】 

 政策企画課 

【事業の概要】 

 町行政のネット発信を強化することで感染拡大防止のための啓発等に資するた

め、町ＨＰのデザイン変更を行い、特にスマートフォンからの閲覧性向上を目指

す。 

【総事業費】 

 4,006,200 円 

（うち臨時交付金充当） 

 4,000,000 円 
【実施状況】 

 町ホームページのデザインをリニューアルし、感染拡大防止のための情報の掲

載を行った。 

【実施時期】 

 令和３年４月～令和４年３月 

【事業の効果】 

「探しやすく、伝えやすい」をコンセプトにウェブ

アクセシビリティに配慮し、リニューアルし、コロナ

禍におけるワクチン情報、感染者の状況、支援情報等

を効果的に発信することができた。 

充当経費 

○ホームページ改修委託料 3,696,000 円 

○ホームページ作成ソフト保守業務委託料 310,200 円 
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【事業名】 

 テレワーク用パソコン購入事業 

【担当課】 

 情報管理課 

【事業の概要】 

 テレワーク導入のため、検証用ＰＣ２０台を整備し、通勤及び勤務時の感染リス

クの低減を図る。 

【総事業費】 

 2,894,100 円 

（うち臨時交付金充当） 

 2,890,000 円 
【実施状況】 

 町職員のテレワークを導入するため、パソコン（２０台）を整備した。 【実施時期】 

 令和３年４月～令和３年１１月 

【事業の効果】 

専用端末を常設化できたことで、急なテレワーク

に対応することができた。また、濃厚接触者等に該当

することでやむを得ず出勤できなくなった職員に長

期間貸与することができ、業務への影響を抑えるこ

とができた。 

WEB 会議用端末としても利用でき、積極的な活用

により感染リスクを低減できた。 

充当経費 

○備品購入費 2,894,100 円 
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【事業名】 

 頑張る中小事業者応援金事業 

【担当課】 

 自治振興課 

【事業の概要】 

 県の外出自粛要請により売り上げの減少した中小企業等のうち、対象となった

事業者に３０万円を支給する。 

【総事業費】 

 38,111,750 円 

（うち臨時交付金充当） 

 19,060,000 円 
【実施状況】 

 町内の中小企業１２７社に対し、応援金を給付した。 【実施時期】 

 令和３年４月～令和４年３月 

【事業の効果】 

広島県が実施した補助金交付事業の対象外である

事業者に対して支援を行うことで、必要とする事業

者への事業の継続を支援することができた。 

充当経費 

○頑張る中小事業者応援金 

  300,000 円×127 事業者＝38,100,000 円 

○通信運搬費（郵送料） 11,750 円 
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【事業名】 

 母子保健支援事業 

【担当課】 

 子育て支援課 

【事業の概要】 

 保健師のサポートを行う事務員を雇用し、母子保健事業におけるオンライン又

は電話等の個別支援に対応することで、接触機会を低減する。 

【総事業費】 

 1,377,223 円 

（うち臨時交付金充当） 

 1,370,000 円 
【実施状況】 

 保健師のサポートを行う事務員（会計年度任用職員）を任用することにより、新

型コロナウイルス感染症の影響で増加している母子保健事業の個別支援に対応し

た。 

【実施時期】 

 令和３年８月～令和４年３月 

【事業の効果】 

事務員のサポートにより、保健師がオンライン又

は電話等個別支援を行うことにより増加する母子保

健事業に対応でき、感染症が流行する時期において

も事業を中止又は延期することなく、対象者に必要

な時期に必要な支援を行うことができた。 

充当経費 

○会計年度任用職員報酬（月額・事務員 1 人） 1,148,554 円 

○会計年度任用職員期末手当 62,257 円 

○会計年度任用職員社会保険料 166,412 円 
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【事業名】 

 オゾンガス発生装置配備事業 

【担当課】 

 消防本部 

【事業の概要】 

 感染症対策として、低濃度のオゾンガス発生装置を購入し、救急自動車に取り付

け、運行中に使用して常時消毒状態とする。 

【総事業費】 

 528,000 円 

（うち臨時交付金充当） 

 520,000 円 
【実施状況】 

 救急自動車１台にオゾンガス発生装置を取り付けた。 【実施時期】 

 令和３年６月～令和３年１０月 

【事業の効果】 

新型コロナウイルス感染症患者に対応した救急車

の消毒を短時間且つ適確に行ったことにより、その

後の早期な出動及び隊員の感染拡大防止につながっ

た。 

充当経費 

○備品購入費 528,000 円 
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【事業名】 

 感染症対策関連情報広報事業 

【担当課】 

 政策企画課 

【事業の概要】 

 医療等の提供体制や感染拡大防止のための対策について住民への周知・啓発を

行い、協力を求める。 

【総事業費】 

 504,638 円 

（うち臨時交付金充当） 

 500,000 円 
【実施状況】 

 広報紙「広報ふちゅう」へ感染拡大防止のための情報（予防対策・支援制度・ワ

クチン接種情報など）を毎月掲載した。 

【実施時期】 

 令和３年４月～令和４年３月 

【事業の効果】 

毎月コロナ関連の情報（予防対策・ワクチン接種情

報等）を掲載することで、町内全体に伝えるべき情報

を正確に遅滞なく伝えることができた。（特にワクチ

ン接種情報等高齢者に伝えるべき内容を効果的に伝

えることができた。） 

充当経費 

○印刷製本費 504,638 円 
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【事業名】 

 RPA 導入基礎調査業務事業 

【担当課】 

 政策企画課 

【事業の概要】 

 コロナ禍により喫緊の課題となった行政デジタル化について、ＲＰＡを導入し、

定型業務の負担軽減・効率化を行うことにより、町民との接触機会や接触時間の削

減及び職員の長時間勤務の削減を図り、感染リスクの低減に繋げる。 

【総事業費】 

 5,500,000 円 

（うち臨時交付金充当） 

 5,500,000 円 
【実施状況】 

 各部署が所管するすべての業務について、職員が実施すべき本格的業務（コア業

務）とそれ以外（ノンコア業務）に区分するとともに、それぞれの業務を細分化・

可視化することで、ＲＰＡの導入業務の把握を行った。 

【実施時期】 

 令和３年９月～令和４年３月 

【事業の効果】 

実態把握調査・詳細調査の結果に基づき、各課の業

務量を分析し、１１業務をＲＰＡ対象業務として選

定した。特に削減効果が期待できる業務で、現行の処

理媒体や業務フローを大きく変更せずにＲＰＡ適用

が可能な業務を把握することができた。 

充当経費 

○ＲＰＡ導入基礎調査業務委託料 5,500,000 円 
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【事業名】 

 感染拡大防止事業（役場本庁舎・消防庁舎外） 

【担当課】 

 総務課／自治振興課／福祉課／健康推進課／高齢

介護課 

【事業の概要】 

 非接触による利用者及び職員の感染防止のため、公共施設のトイレを整備する。 

【総事業費】 

 5,742,000 円 

（うち臨時交付金充当） 

 5,737,000 円 
【実施状況】 

 役場本庁舎・消防庁舎・地区センター・安芸府中商工センター・ふれあい福祉セ

ンター・福寿館・シルバーワークプラザのトイレの照明スイッチを手動式から感知

センサー式へ改修し、合わせて照明をＬＥＤに変更した。 

【実施時期】 

 令和３年９月～令和４年３月 

【事業の効果】 

スイッチを非接触化することで施設の感染拡大防

止に繋がり、来庁者及び職員が安心して施設を利用

できるようになった。 

充当経費 

○施設修繕料 5,742,000 円 
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【事業名】 

 保育施設等従事者支援給付金事業 

【担当課】 

 子育て支援課 

【事業の概要】 

 コロナ禍が長期化する中、感染防止対策を講じながら継続して教育・保育を実施

した保育施設等に勤務した職員に対して、慰労と今後の就労の継続を促す一助と

することを目的として、１人につき５万円の支援金を給付する。 

【総事業費】 

 22,810,394 円 

（うち臨時交付金充当） 

 22,750,000 円 
【実施状況】 

 町内保育所、認定こども園、幼稚園、認可外施設の従事者４５５人に対して、支

援金を給付た。 

【実施時期】 

 令和３年９月～令和３年１２月 

【事業の効果】 

保育業務遂行のため、日々園児の感染対策と自身

の感染予防に取り組まれた保育従事者に慰労金とし

て給付することにより、精神的負担に対しての慰労

を示すことができた。 

充当経費 

○保育施設等従事者支援給付金 

  50,000 円×455 人＝22,750,000 円 

○通信運搬費（郵送料） 39,490 円 

○会計年度任用職員報酬（事務員） 20,904 円 
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【事業名】 

 新型コロナ感染対策設備投資等助成事業 

【担当課】 

 自治振興課 

【事業の概要】 

 町内の中小事業者に対し、コロナ感染対策及び新しい生活様式の実践例で示さ

れている「働き方の新しいスタイル」を実践するために必要な設備投資等の経費を

助成する。 

【総事業費】 

 54,162,794 円 

（うち臨時交付金充当） 

 54,160,000 円 
【実施状況】 

 町内の中小事業者（２０１事業者）に対し、コロナ禍にける感染防止対策や新規

事業展開等に必要な設備投資等の経費を助成した。（上限５０万円） 

【実施時期】 

 令和３年１１月～令和４年３月 

【事業の効果】 

当初の予定を上回る申請があり、多くの事業者の

感染対策を支援することができた。 

また、アフターコロナに向けた新規事業に対して

も支援を行うことで事業者が行う事業の活性化が図

れた。 

充当経費 

○助成金 53,504,000 円 

○印刷製本費 8,800 円 

○通陳運搬費（郵送料） 17,758 円 

○チラシ作成・新聞折込業務委託料 177,273 円 

○会計年度任用職員報酬（事務員 2 人） 454,963 円 
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【事業名】 

 妊婦特別定額給付金給付事業 

【担当課】 

 子育て支援課 

【事業の概要】 

 コロナ禍が長期化する中で、不安を抱えながら生活している妊婦が安心して出

産できるよう、感染症対策のために必要な物品の購入や家事援助サービスの利用

などを支援する。 

【総事業費】 

 36,017,582 円 

（うち臨時交付金充当） 

 36,010,000 円 
【実施状況】 

 令和３年１月１日～令和４年６月４日に出産又は出産予定の妊婦に対して、給

付金を給付した。 

【実施時期】 

 令和３年１１月～令和４年２月 

【事業の効果】 

「出産に伴う出費に加えて感染症対策としての消

耗品やタクシー代でさらに出費が増えており、給付

金を受給でき助かった。」「不安が軽減した。」といっ

た声があった。妊婦がそれぞれの状況に合わせて給

付金を活用し、安心して出産ができるよう支援を行

うことができた。 

充当経費 

○給付金 50,000 円×708 件＝35,400,000 円 

○印刷製本費 13,200 円 

○通信運搬費（郵送料） 104,767 円 

○消耗品費 12,831 円 

○会計年度任用職員報酬（事務員 5 人） 486,784 円 
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【事業名】 

 学校ＩＣＴ環境整備事業（無線アクセスポイント設置） 

【担当課】 

 学校教育課 

【事業の概要】 

 国が進めるＧＩＧＡスクール構想に基づき、各学校内の特別教室、職員室、図書

室、会議室等に無線アクセスポイントを設置し、環境整備を図る。 

【総事業費】 

 9,130,000 円 

（うち臨時交付金充当） 

 9,130,000 円 
【実施状況】 

 町内小中学校の特別教室、職員室、図書室、会議室等に無線アクセスポイントを

設置した。 

【実施時期】 

 令和３年１１月～令和４年３月 

【事業の効果】 

学校内の通信ネットワーク環境整備を進めること

により、新型コロナウイルスの感染拡大時にも教育

活動を継続できる体制を整備することができた。 

充当経費 

○学校情報通信ネットワーク環境整備業務委託料 9,130,000 円 
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【事業名】 

 府中町未来へはばたく若者応援金 

【担当課】 

 福祉課 

【事業の概要】 

 進学・就職活動等で新たな負担が生じているにもかかわらず、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、雇用、収入、生活、精神面等で影響を受けている１９歳・

２０歳の若者に応援金を給付する。 

【総事業費】 

 29,556,106 円 

（うち臨時交付金充当） 

 29,550,000 円 
【実施状況】 

 １９歳・２０歳の若者（町内在住または府中町外に住所がある学生で保護者の住

所が府中町にある学生）９７０人に対し、１人３万円の応援金を給付した。 

【実施時期】 

 令和３年１２月～令和４年３月 

【事業の効果】 

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中で

あっても、応援金を給付することで、若者（１９歳・

２０歳）の経済的及び心的な負担の軽減を図ること

ができた。 

充当経費 

○若者応援金 30,000 円×970 人＝29,100,000 円 

○消耗品費 3,914 円 

○印刷製本費 43,450 円 

○通信運搬費（郵送料） 134,914 円 

○会計年度任用職員報酬（事務員 3 人） 273,828 円 
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【事業名】 

 返却機能付き自動貸出機整備事業 

【担当課】 

 図書館 

【事業の概要】 

 自動貸出機(返却機能付き)を増設し、また、既存の自動貸出機に返却機能を設定

することで順番待ちの緩和及び非接触での手続き強化を図る。 

【総事業費】 

 1,287,000 円 

（うち臨時交付金充当） 

 1,280,000 円 
【実施状況】 

 返却機能付き自動貸出機を１台増設し、既存の自動貸出機１台に新たに返却機

能を設定した。 

【実施時期】 

 令和３年１２月～令和４年２月 

【事業の効果】 

返却機能も付いたことから、自身で貸出・返却がで

きるため返却機能付き自動貸出機を利用する方が増

えている。カウンターでの待ち時間の減少にも役立

ち、利用者の利便性向上につながった。 

充当経費 

○備品購入費 1,287,000 円 

 


